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	 配線接続時のご注意
	�	�	�   冷媒検知警報器ケース内を通る配線は 0.5mm² 以下とし、シー

スを噛みこまないように接続してください。
	�	�	�   配線接続は、手締め（0.7N･m 以下）で行ってください。
	�	�	�   電動ドライバーを使用すると、故障や変形の原因になることが

あります。
　
スイッチボックスを使用しない場合   �（配線取出方向「上面」または「下面」の場合） 

①配線端部の処理については、図を参照してください。
②上ケースの中央薄肉部を配線太さに合わせ切取ってください。
　�基板を損傷しないよう、また切取った破片が内部に残ら

ないように注意してください。
　�縦方向の 2 辺（A）をニッパーで切取り、横方向の 1 辺
（B）に沿ってカッターでラインを入れ、薄肉部をケース
の内側に折り曲げると切取り易くなります。 

③�下ケースを 2 本のねじ等で平らな面に固定してください。
④�冷媒検知警報器の端子 X，Y と室内ユニットの端子 X，Y を接続してください。配線 X、Y

の極性はありません。冷媒検知警報器の上ケースの端子ねじで配線を固定してください。
⑤図を参照して配線を通してください。
⑥配線が噛みこまないように、上ケースを取付けてください。
⑦�②で切取った部分をパテでシールしてください。異物や水分が入り込まないようにしてくだ

さい。
⑧�配線カバーで配線を覆ってください。配線を引っ張ることにより冷媒検知警報器を損傷しな

いように注意してください。

縦方向２辺(A)

横方向１辺(B)
縦方向の二面（A） 横方向の一面（B）

スイッチボックスを使用する場合  （配線取出方向「背面」の場合）
①�配線端部の処理については、図を参照してください。
　�スイッチボックスと配線をあらかじめ埋め込んでおきます。配線引込口はパテでシールして

ください。
②下ケースに配線を通した後 ､ スイッチボックスに２箇所固定してください。
③�冷媒検知警報器の端子 X，Y と室内ユニットの端子 X，Y を接続してください。配線 X、Y

の極性はありません。冷媒検知警報器の上ケースの端子ねじで配線を固定してください。
④配線が噛みこまないように、上ケースを取付けてください。

200

8
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Bushing

Wall
Conduit
Locknut

Switch 
box

Seal 
with putty

Wiring

Wall

Wire penetrating hole

Pass wires here.
壁

電線管

パテでシール
すること

ロックナット

配線

ブッシング

スイッチボックス

壁

配線穴

配線はここを通してください。
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8
L1

L2

Upper

70mm

120mm

Wire take-out direction

L1

L2

Lower

150mm

200mm

Lower

Upper

Wall

配線取出し方向 上面

上面

下面

壁

下面

In case of “Upper”

Pass wires here.

In case of “Lower”

Pass wires here.

Wall

Seal with putty

Wiring

Upper
case

8

L2
L1

Wiring

Wiring
cover

「上面」の場合

配線はここを通
してください

配線はここを通
してください

「上面」の場合 「下面」の場合

パテでシール

配線

配線

配線カバー

上ケース壁

5. 室内ユニットへの配線接続
冷媒検知警報器は、リモコン信号を使用
します。
室内ユニットの X 端子と Y 端子に配線を
接続してください。
配線（X、Y）に極性はありません。
他タイプのユニットとの接続は室内ユ
ニットの据付説明書をご覧ください。

In case of FDT

Band

Band

Remote 
control line

Refrigerant leak 
detector line

Super link line

Indoor power 
source line

Earth

Main fuse

Signal side 
terminal block

Shut-off valve 
line

Power source side 
terminal block

バンド スーパーリンク線

冷媒検知
警報器線

FDT の場合

リモコン線

バンド

室内電源線

信号側端子台

アース

遮断弁線

電源側端子台

メインヒューズ
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6. 冷媒検知警報器の設定
冷媒検知警報器による設定  

冷媒検知警報器には２個のディップスイッチがあります。機能は下表のとおりです。ご使用方法に
合わせて、それぞれ設定してください。
ディップスイッチ切換え後、電源 OFF→ON、または冷媒検知警報器のＣＰＵリセット後に、機能
が有効になります。
<ディップスイッチ SW 1>

機能 ON OFF 工場出荷時の状態
SW1-1 親子設定

親子設定を参照ください。
OFF

SW1-2 親子設定 OFF
SW1-3 – – – OFF
SW1-4 点検モード 有効 無効 OFF

<ディップスイッチ SW 2>
機能 ON OFF 工場出荷時の状態

SW2-1 ブザー音停止機能 有効 無効 ON
SW2-2 ブザー機能 有効 無効 ON
SW2-3 漏えい検知機能 有効 無効 ON
SW2-4 – – – OFF

【冷媒検知警報器の親子設定】
室内ユニット１台に対し、冷媒検知警報器はリモコンと合わせて最大４台接続可能です。
以下の場合は本設定が必要です。
　・冷媒検知警報器を２個以上接続する場合
　⇒リモコン１台，冷媒検知警報器１台を設置するときは本設定は不要です。
ディップスイッチ SW１(SW1-1, SW1-2) を下表のとおり設定してください。

SW1-1
ON OFF

SW1-2
ON -（親） 子 -C
OFF 子 -A 子 -B

・ 工場出荷時は子 -B に設定しています。
・冷媒検知警報器を複数接続する場合、重複しないように設定してください。
・リモコンは親に設定されるため、検知警報器は親に設定しないでください。
･ SLアダプタ（SC-ADNA）を使用する場合、SLアダプタは子-Cに設定されます。その場合、

冷媒検知警報器は子-Cに設定しないでください。

＜リモコン１台接続の場合＞

Indoor Unit

Indoor Unit Indoor Unit

Indoor Unit Indoor Unit Indoor Unit Indoor Unit

Indoor Unit Indoor Unit

RLD
子-B

RLD1
子-B

RLD2
子-C

<When connecting 1 unit of remote controller>

<When connecting 2 remote controllers>

<When there is no remote controller>

RLD1
子-B

RLD2
子-A

RLD3
子-C

Detector that needs the
setting (RLD: Detector)

Note:
Since リモコン2 is Sub-A, make sure to set RLD2 as Sub-C.

RLD1
親

RLD2
子-B

RLD
親

RLD1
親

RLD2
子-B

RLD3
子-A

RLD1
親

RLD2
子-B

RLD3
子-A

RLD4
子-C

リモコン2
子-A

RLD
子-B

RLD1
子-B

RLD2
子-C

リモコン
親

リモコン1
親

リモコン1
親

リモコン
親

リモコン
親

リモコン2
子-A

室内ユニット 室内ユニット 室内ユニット
設定が必要な
冷媒検知警報器
(RLD：冷媒検知警報器)

＜リモコン２台接続の場合＞

Indoor Unit

Indoor Unit Indoor Unit

Indoor Unit Indoor Unit Indoor Unit Indoor Unit

Indoor Unit Indoor Unit

RLD
子-B

RLD1
子-B

RLD2
子-C

<When connecting 1 unit of remote controller>

<When connecting 2 remote controllers>

<When there is no remote controller>

RLD1
子-B

RLD2
子-A

RLD3
子-C

Detector that needs the
setting (RLD: Detector)

Note:
Since リモコン2 is Sub-A, make sure to set RLD2 as Sub-C.

RLD1
親

RLD2
子-B

RLD
親

RLD1
親

RLD2
子-B

RLD3
子-A

RLD1
親

RLD2
子-B

RLD3
子-A

RLD4
子-C

リモコン2
子-A

RLD
子-B

RLD1
子-B

RLD2
子-C

リモコン
親

リモコン1
親

リモコン1
親

リモコン
親

リモコン
親

リモコン2
子-A

室内ユニット 室内ユニット

注：�リモコン2は子-Aのため、RLD2は必ず子-Cに設
定してください。
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リモコンによる設定  

エコタッチリモコン（RC-DX3D 以降）を使用して、冷媒検知警報器の各設定が可能で
す。設定には管理者パスワードの入力が必要です。TOP 画面の メニュー  ボタンをタッチし、 
ユーザー設定 ⇒ 管理者設定 ⇒ 冷媒漏洩検知器設定  を選択します ｡ なお、下記のエコタッチ
リモコン画面の仕様は予告なく変更することがあります。最新はエコタッチリモコンの説明書
をご覧ください。

【冷媒検知警報器の機能設定】
冷媒検知警報器は、冷媒漏えいを検知すると警報音と異常LED（赤）の点滅により冷媒漏えいを知ら
せる警報を発します。
ディップスイッチにより下記機能の設定を変更することができます。
<ブザー音停止機能 （ディップスイッチ SW2-1）>

冷媒漏えい検知時などに発する警報音を冷媒検知警報器のスイッチで停止させる機能です。工場
出荷時は有効（SW2-1：ON）に設定しています。
本機能が有効（SW2-1：ON）の場合、冷媒検知警報器の警報音が鳴っているときにスイッチを1
回押すと警報音が停止します。なお、異常LED（赤）の点滅による警報は停止しません。
本機能を無効（スイッチを押しても警報音は停止しない）にする場合はSW2-1をOFFに切換えて
ください。

<ブザー機能 （ディップスイッチ SW2-2）>
冷媒漏えい検知時などに警報音を発する機能です。警報音量は冷媒検知警報器から 1 ｍ地点 
で約 65dB です。工場出荷時は有効 （SW2-2：ON） に設定しています。
冷媒漏えい検知時の警報用に他の警報器を使用する場合は、本機能を無効（警報音による警報
を発しない）にすることができます。
本機能を無効にする場合は SW2-2 を OFF に切換えてください。その場合、必ず別の警報器
を設置してください。

<漏えい検知機能 （ディップスイッチ SW2-3）>
冷媒漏えいを検知する機能です。工場出荷時は有効（SW2-3：ON）に設定しています。
冷媒漏えい検知に他の検知器を使用し、冷媒検知警報器を警報音による警報器のみとして使用
する場合は、本機能を無効 （漏えい検知しない） にすることができます。
本機能を無効にする場合は SW2-3 を OFF に切換えてください。その場合、必ず別の検知器
を設置してください。

メニュー

風向冷房

16：14（月）

F1：ハイパワー運転 F2：省エネ運転

タイマー設定

停止しています。

設定温度

初期設定

管理者設定

戻る

操作を選択してください。

ユーザー設定

ブザー音

LED 輝度

冷媒濃度しきい値

戻る

操作を選択してください。操作を選択してください。

冷媒漏洩検知器設定

次ページ前ページ 戻る

リモコン表示設定

管理者パスワード変更

冷媒漏洩検知器設定

スイッチ機能変更

リモコンアラーム音確認

管理者設定

メニュー

便利機能

省エネ設定

お手入れ

ユーザー設定

サービス設定

次ページ 戻る

操作を選択してください。
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<ブザー音＞
冷媒漏えい検知時などに発する警報音の大きさを選択できます。
設定すると、設定した音で３秒間ブザーが作動します。

     

設定１	 : 最も大きく聞こえる音です ｡ 
			     工場出荷時の設定です。
設定２	 : 設定１より少し小さく聞こえます。
設定３	 : 設定１より小さく聞こえます。

<LED輝度>
冷媒検知警報器運転中に点灯する運転 LED( 緑 ) の輝度を選択できます。

     

ふつう	 ：�輝度 100％。 
工場出荷時の設定です。

やや暗い	：輝度 75％。
暗い	 ：輝度 50％。

<冷媒濃度しきい値>
冷媒漏えい検知後、濃度低下したことをお知らせするため、警報音と異常 LED( 赤 ) の点滅が
変化します。警報音と異常 LED( 赤 ) の点滅が変化する濃度を選択できます。
なお、警報音と異常 LED( 赤 ) の点滅は下記のとおりです。

警報音 異常 LED( 赤 ) 運転 LED( 緑 )
冷媒漏えいを検知したとき 連続音 連続点滅 消灯
冷媒濃度が低下したとき 断続音 ５回点滅 消灯 断続音 :�異常 LED( 赤 ) の点滅に同期

     

高め	 ：�漏えいを検知する濃度と同じです。
ふつう	：�高めと低めの中間の濃度です。 

工場出荷時の設定です。
低め	 ：冷媒検知警報器の検出下限値です。

7. 安全対策機器の接続確認
冷媒検知警報器を含む各安全対策機器を設置・接続後、正しく接続されているか確認してくだ
さい。
誤った接続をしていると、冷媒漏えい時に安全対策の処置を正しくできません。
接続確認を実施せずエアコンを設置している期間中に冷媒漏えいが発生した場合、当社は責任
を負い兼ねます。
系統内の室外ユニット，室内ユニット、リモコン，安全対策機器（冷媒検知警報器，安全遮断弁、
換気装置など）が正しく接続されていることを確認後、下記を実施してください。
接続確認後、室内ユニットや冷媒検知警報器以外の安全対策機器が正しく作動しているか確認
してください。確認方法はそれぞれの機器の説明書をご覧ください。

ブザー音

LED 輝度

冷媒濃度しきい値

戻る

操作を選択してください。

冷媒漏洩検知器設定

戻る

操作を選択してください。

ブザー音

設定１

設定２

設定３

ブザー音

LED 輝度

冷媒濃度しきい値

戻る

操作を選択してください。

冷媒漏洩検知器設定

戻る

操作を選択してください。

LED 輝度

ふつう

やや暗い

暗い

ブザー音

LED 輝度

冷媒濃度しきい値

戻る

操作を選択してください。

冷媒漏洩検知器設定

戻る

操作を選択してください。

高め

冷媒輝度しきい値

ふつう

低め
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No. 作業 確認

1

ディップスイッチ SW2-3 を ON にしてください。（工場
出荷時は SW2-3 は ON）
※ �SW2-3 が ON になっていないと検知器として動作し

ません。

冷媒検知警報器の警報音と LED の状態
警報音 運転 LED（緑） 異常 LED（赤）
なし 点灯 消灯

※通常の状態です。2 室外ユニットの設定を安全対策確認モードにしてください。
設定方法は室外ユニットの説明書をご覧ください。

3

冷媒検知警報器のスイッチを２回長押ししてください。
１回の長押しは３秒以上としてください。（下図参照）
詳細は 10. その他の【スイッチ操作の注意点 (P.111)】
をご覧ください。
※�冷媒検知警報器のスイッチを２回長押し後、スイッチ

から手を離して約 1 秒後に、冷媒検知警報器が接続確
認信号を発信し、警報音が鳴り、異常 LED（赤）が連
続点滅します。
ON

OFF

3 sec. or longer 3 sec. or longer

Less than 1 sec.

スイッチ
ON

3 秒以上

1 秒未満

3 秒以上

スイッチ
OFF

冷媒検知
警報器

Indoor Unit

リモコン

Indoor Unit

リモコン

E23 display ⇒Switch
hold-down twice

Indoor Unit

冷媒検知
警報器

冷媒検知
警報器

Buzzer ON/continuous
Error (red) flash

室内ユニット 室内ユニット

E23 表示 警報 ON/
異常 LED( 赤 ) 連続点滅スイッチ2回長押し

室内ユニット

•	 冷媒検知警報器の警報音と LED の状態
警報音 運転 LED（緑） 異常 LED（赤）
連続音 点灯 連続点滅

※�もしこの状態にならない場合、冷媒検知警報
器が故障している可能性があります。

※�これは実際の冷媒漏えいを検知した状態とは
異なります。実際に冷媒漏えいを検知した場
合は、運転 LED（緑）が消灯します。

•	�冷媒検知警報器付きの室内ユニットに接続され
ているリモコンにエラーコード「E23」が表示
されます。

　�「Ｅ 23」が表示されない場合、接続または設
定が間違っている可能性があります。接続お
よび設定を確認してください。

4 冷媒検知警報器のスイッチを 1 回押すと警報音が停止
します。

冷媒検知警報器の警報音と LED の状態
警報音 運転 LED（緑） 異常 LED（赤）
停止 点灯 連続点滅

5
冷媒検知警報器のスイッチを３回押すと、冷媒検知警
報器は通常状態に戻る信号を送り、異常 LED（赤）が
消灯します。

冷媒検知警報器の警報音と LED の状態
警報音 運転 LED（緑） 異常 LED（赤）
停止 点灯 消灯

※通常の状態です。6 室外ユニットの安全対策確認モードを解除してください。
設定方法は室外ユニットの説明書をご覧ください。

8. 冷媒検知警報器の交換
冷媒検知警報器は使用開始（電源投入）から 5 年経過したら交換してください。

冷媒センサ交換のお知らせ  

4年6か月経過すると、交換時期が近くなったことをお知らせします。その後、5年に達するまで、
毎月お知らせしますので、ご購入いただいた販売店にご連絡いただき、新しい冷媒検知警報器を
ご用意ください。
5年に到達すると、交換が必要なことをお知らせします。冷媒検知警報器を交換するまで、交換の
お知らせを表示し続けます。必ず冷媒検知警報器を交換してください。
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9. I/F基板の交換（冷媒センサ積算時間の保存・転送）
故障などで I/F 基板を交換する際、冷媒センサを使用した積算時間の移設が必要です。
積算時間は冷媒検知警報器の I/F 基板に保存しています。I/F 基板を交換してしまうと積算時間
がゼロになってしまい、冷媒センサの交換時期が正しく表示できず、決められた交換時期を超
過してしまいます。
I/F 基板を交換する際はエコタッチリモコン（RC-DX3D以降）を使用して、必ず冷媒センサを使
用した積算時間を新しい I/F 基板に移設してください。

冷媒センサの積算時間の保存と転送  

冷媒センサを使用した積算時間をエコタッチリモコン (RC-DX3D以降 ) に保存し、新しい I/F
基板に移設してください。設定にはサービスパスワードの入力が必要です。
TOP画面の メニュー  ボタンをタッチし、 サービス設定  ⇒ サービス･メンテナンス  ⇒ 
安全システムメンテナンス  ⇒ 冷媒センサ積算時間保存  を選択します。
なお、下記のエコタッチリモコン画面の仕様は予告なく変更することがあります。最新はエコ
タッチリモコンの説明書をご覧ください。

<積算時間をエコタッチリモコンに保存するとき>
I/F 基板交換前に実施してください。

交換時期が近くなったとき 交換時期になったとき
通知時期 4年6か月～4年11か月まで毎月 5年

冷媒検知
警報器

表示 運転LED（緑）と異常LED（赤）が
交互に3回点滅

運転LED（緑）と異常LED（赤）が
交互に連続点滅

表示の停止方法 冷媒検知警報器のスイッチを1回押す 冷媒検知警報器交換

リモコン
（RC-DX3D

以降）

表
示

TOP 画面 ｢ 冷媒センサの交換時期が近づいています。｣ ｢ 冷媒センサの交換時期が過ぎています。｣

異常履歴表示画面 「M52」 「M51」

表示の停止方法 リモコンの取扱説明書をご覧ください リモコンの取扱説明書をご覧ください

※�冷媒検知警報器交換後は、7 項に従い安全対策機器の接続確認を実施してください。

メニュー

風向冷房

16：14（月）

F1：ハイパワー運転 F2：省エネ運転

タイマー設定

停止しています。

設定温度

メニュー

便利機能

省エネ設定

お手入れ

ユーザー設定

サービス設定

次ページ 戻る

操作を選択してください。

据付設定

室内設定

リモコン設定

サービス・メンテナンス

戻る

操作を選択してください。

サービス設定

遮断弁メンテナンス 積算時間保存

保存データの転送安全システム接続状態確認

冷媒センサ積算時間保存

冷媒センサ積算時間リセット

戻る 戻る

操作を選択してください。 操作を選択してください。操作を選択してください。

安全システムメンテナンス 冷媒センサ積算時間保存

前ページ 戻る

特殊操作

室内機容量表示

UV-Cメンテナンス

安全システムメンテナンス

お掃除パネル点検

サービス・メンテナンス

戻る

操作を選択してください。
戻る

はい

操作を選択してください。

積算時間保存
保存しますか？

積算時間保存

保存データの転送

冷媒センサ積算時間保存
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<エコタッチリモコンに保存した積算時間をI/F基板に転送するとき>
I/F 基板交換後に実施してください。

I/F基板の交換  

　�冷媒検知警報器内の基板の脱着や操作をします。その際は、必ず室内ユニットの電源を OFFし
てください。

　電源が ON のままだと、感電・故障・誤動作の原因になります。
　①冷媒センサを使用した積算時間をエコタッチリモコンに保存してください。
　②上ケースを取外してください。
　　�その際、配線を接続している XY 端子に負荷がかからないようにしてください。端子や基板が

破損します。
　③XY端子(２個)とI/F基板のコネクタを外してください。
　④�I/F基板を固定しているねじ(３個)を取外し、上ケースからI/F基板を取外してください。
　⑤�上ケースに新しいI/F基板を取付け、ねじ(３個)

で固定してください。その際、保護シートも取
付けてください。	

　⑥ �I/F 基板の XY 端子とコネクタを確実に接続して
ください。正しく接続していないと冷媒漏えい
を検知できません。	

　⑦�下ケースに上ケースを取付けてください。
　⑧�エコタッチリモコンに保存した積算時間を新し

い I/F 基板に転送してください。

10. その他
スイッチ操作について  

＜スイッチ操作の種類＞
　スイッチの操作方法によって、冷媒検知警報器は各動作をします。
　スイッチ操作と冷媒検知警報器の動作は下記のとおりです。

通常モード（ディップスイッチ SW1-4：OFF） 点検モード（ディップスイッチ SW1-4：ON） 備考

１回押し 警報音停止 警報音停止 冷媒漏えい検知したとき
運転 LED( 緑 ) と異常 LED( 赤 ) の点滅停止 運転 LED( 緑 ) と異常 LED( 赤 ) の点滅停止 冷媒センサ交換時期が近いとき

２回押し 警報機能確認 警報機能確認 定期点検するとき
３回押し 警報音停止＋異常 LED( 赤 ) 消灯 警報音停止＋異常 LED( 赤 ) 消灯 冷媒漏えい検知したとき

１回長押し – 冷媒センサ積算時間リセット 冷媒センサ交換するとき
２回長押し 接続確認信号の発信 / 停止 – 据付や点検で接続確認するとき
３回長押し 冷媒検知警報器のCPUリセット 冷媒検知警報器のＣＰＵリセット –

I/F PCB

Connecter

Protective
sheet

Screw

Terminal
Screw

Screw

ねじ
XY端子

ねじ

ねじ
コネクタ

I/F 基板

保護シート

戻る

操作を選択してください。 操作を選択してください。
戻る

はい

保存データの転送
転送しますか？

積算時間保存

保存データの転送

冷媒センサ積算時間保存
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＜スイッチ操作の注意点＞
　�下記に示すようにスイッチを操作しないと、冷媒検知警報器はスイッチ操作を認識せず、意

図した冷媒検知警報器の動作をしません。ご注意ください。
　①２回または３回押しの場合、押す間隔は１秒未満としてください。
　　１秒以上の間隔をあけると、意図した回数より少ない回数を認識します。
　②長押しの場合、１回の長押しは３秒以上としてください。
　　スイッチを押す１回の長さ３秒未満の場合、長押しと認識せず、通常押しとして認識します。
　③�スイッチを押したあと、冷媒検知警報器が各動作を開始するのはスイッチから手を離したと

きです。
　　スイッチを押したままにすると、冷媒検知警報器は各動作を開始しません。
　　�また、冷媒検知警報器以外の機器が動作を開始するのは、各機器との通信状況によりスイッ

チから手を離してから最長で十数秒経過後となる場合があります。

冷媒検知警報器の制御一覧  

No. 制　御 リモコン 
表示コード 主な開始条件 運転 LED

（緑）
異常 LED

（赤） ブザー スイッチ 
１回押し

1 通常 – 通電中 点灯 消灯 OFF ―

2 冷媒センサ
交換予告 M52 冷媒検知警報器使用時間が4年６か

月経過したとき毎月
３回点滅
（交互）

３回点滅
（交互） OFF LED 消灯

3 冷媒センサ
交換案内 M51 冷媒検知警報器使用時間が5年経

過したとき
連続点滅
（交互）

連続点滅
（交互） OFF ―

4 漏えい検知 E23 漏えい検知濃度以上になったとき 消灯 警報点滅 ON ブザー OFF

5 漏えい濃度上昇 E23 漏えい検知濃度の約４倍の濃度に
なったとき 消灯 警報点滅 ON ―

6 漏えい濃度低下 E23 リモコンで設定した濃度以下になっ
たとき 消灯 ５回点滅 異常 LED（赤）

同期 ON ブザー OFF

7 ブザー音量設定 – リモコンでブザー音量を設定した 
とき 成り行き 成り行き ３秒 ON ―

8 安全対策機器の 
接続確認 E23 ２回長押ししたとき 点灯 警報点滅 ON ブザー OFF

9 点検モード – ディップスイッチ SW1-4 が ON の
とき 警報点滅 成り行き OFF ―

10 積算時間リセット – ディップスイッチ SW1-4 が ON で
１回長押ししたとき リセット点滅 成り行き リセット ON ―

11 電源 ON 時の
室内ユニット未登録 – 室内ユニットから10分信号ないと

き
６回点滅
（同時）

６回点滅
（同時） OFF ―

12 室内ユニット 
登録台数オーバ E10 室内ユニットが17台以上接続され

ているとき
３回点滅
（同時）

３回点滅
（同時） OFF ―

13 温度センサ断線 E28 検知温度が -50℃以下になったとき ４回点滅
（同時）

４回点滅
（同時） OFF ―

14 冷媒センサ故障 M11 冷媒センサの出力電圧が 2.9V 以
上のとき

１回点滅
（交互）

１回点滅
（交互）

異常 LED（赤）
同期 ON ブザー OFF

15 冷媒センサ外れ M12 冷媒センサの出力電圧が 0.1V 未
満のとき

２回点滅
（交互）

２回点滅
（交互）

異常 LED（赤）
同期 ON ブザー OFF

16 通信異常 M41 室内ユニットと２分間通信できない
とき

５回点滅
（同時）

５回点滅
（同時） OFF ―

17 冷媒検知警報器の
CPUリセット – ３回長押ししたとき リセット点滅

（同時）
リセット点滅

（同時） リセット ON ―

18 警報器専用制御 –
ディップスイッチ SW2-2 が ON、
SW2-3 が OFF で他機器からの入
力があったとき

消灯 警報点滅 ON ブザー OFF

※1 ※2 ※3 ※4
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No. 制　御 リモコン 
表示コード 主な開始条件 運転 LED

( 緑 )
異常 LED

( 赤 ) ブザー スイッチ 
１回押し

19 警報機能確認 ― 2 回長押ししたとき
（ディップスイッチSW2-2がONのとき） 点灯 点灯 ON ブザー OFF

LED 消灯

20 警報機能確認 ― 2 回長押ししたとき
（ディップスイッチSW2-2がOFFのとき） 点灯 警報点滅 OFF LED 消灯

※１： リモコンに表示されるエラーコードまたはメンテナンスコード  
※２： LED の点滅の違いは下記のとおりです。
   警報点滅：１秒間に点灯 / 消灯が２回を継続 リセット点滅：短く２回点滅    
   連続点滅：１秒間に点灯 / 消灯が１回を継続 同時：運転 LED( 緑 ) と異常 LED( 赤 ) が同時に点滅  
   ｎ回点滅：１秒間に点灯 / 消灯が１回をｎ回 交互：運転 LED( 緑 ) と異常 LED( 赤 ) が交互に点滅  
※３： ブザーの違いは下記のとおりです。     
   OFF：ブザー停止 同期 ON：LED 点灯時にブザーが作動     
   ON ：ブザーが連続作動 ３秒 ON：ブザーが３秒間作動
   リセット ON：ピピッ
※４： 各制御中にスイッチを１回押したときの動作。

冷媒検知警報器を室内ユニットに接続しない場合
 

冷媒検知警報器を警報器のみとして使用する場合など、室内
ユニットと接続せずに使用する場合、電源が供給されません。
その場合は冷媒検知警報器のXY端子にDC18Vを接続して
ください。

温度センサについて  

サーモ判定に使用する温度センサを室内ユニット本体から
冷媒検知警報器に変更できます。
設定方法については、エコタッチリモコン(RC-DX3D以降)
の据付説明書をご覧ください。

冷媒漏えい検知後の点検・修理について
 

・安全対策マニュアルの故障診断に従って、点検・修理を行ってください。
・冷媒漏えい検知後は換気などにより濃度が低下しても、LEDは通常状態に戻りません。LEDを

通常状態に戻すには、スイッチを3回長押しして冷媒検知警報器のCPUリセットを行ってください。

XY terminalXY端子
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付録 6 安全遮断弁据付工事説明書
本説明書は、安全遮断弁の据付方法を記載してあります。
室外・室内ユニットの据付方法、電気配線（室外・室内ユニット）および冷媒配管
工事方法は、室外・室内ユニットの付属説明書をご覧ください。
安全遮断弁は必ずトップパネルとフロントパネルを取付けてご使用ください。
安全対策マニュアルも参照して取付けてください。

警告

注意

●据付は、専門業者に依頼してください。
ご自分で据付工事をされ不備があると、水漏れや感電、火災、安全遮断弁落下に
よるケガの原因になります。

●据付工事は、この据付説明書に従って確実に行ってください。
据付に不備があると破裂･ケガの原因となり、また水漏れや感電･火災などの原因
になります。

●小部屋に据付ける場合は日本冷凍工業会のガイドラインJRA GL-16に 
従い、万一冷媒が漏れても限界濃度を超えない対策をする。
限界濃度を超えない対策については、販売店と相談して据付けてください。
万一、冷媒が漏えいして限界濃度を超えると酸欠事故の原因になります。

●設置工事部品は必ず付属品および指定の部品を使用してください。
当社指定の部品を使用しないと、安全遮断弁落下、水漏れ、火災、感電などの原
因になります。

●作業中に冷媒が漏れた場合に備えて換気をしてください。
冷媒が火気に触れると有毒ガスが発生する原因になります。
可燃性のため冷媒に引火する可能性が有ります。

●据付は、重量に十分耐える所に設置してください。
強度が不足している場合は、安全遮断弁の落下などにより、ケガの原因になります。

●台風などの強風、地震に備え、所定の据付工事を行ってください。
据付工事に不備があると、転倒などによる事故の原因になります。

●室内ユニット・安全遮断弁の設置や移設の場合、冷凍サイクル内に指定冷
媒以外の空気などを入れないでください。
空気などが混入すると冷凍サイクル内が異常高圧になり、破裂、ケガなどの原因
になります。

●部屋のレイアウト、間仕切りを変更するときは、お買い上げの販売店に 
相談してください。
冷媒漏洩時に必要な安全対策の再検討が必要になります。必要な安全対策を怠る
と燃焼濃度に至る可能性があります。

● 電気工事は必ず有資格者が実施してください。
電源回路容量不足や施工不備があると感電、火災などの原因になります。

●配線は、所定のケーブルを使用して確実に接続し、端子接続部にケーブル
の外力が伝わらないように固定してください。
接続や固定が不完全な場合は、発熱、火災などの原因になります。

●配線は、フロントパネルが浮き上がらないように整形し、フロントパネル
を確実に取付けてください。
パネルの取付が不完全な場合は、端子接続部の発熱、火災、感電などの原因にな
ります。

●据付工事完了後、冷媒ガスが漏れていないことを確認してください。
冷媒が室内に漏れ、ファンヒーター、ストーブ、コンロなどの火気に触れると有
毒ガスが発生する原因になります。

●配管、継手、工具はR32 用を使用してください。
既存（R22）の部材を使用すると、機器の故障と同時に冷凍サイクルの破裂など
の重大な事故の原因になります。

●圧縮機を運転する前に確実に冷媒配管を取付けてください。
冷媒配管を取付けておらず、サービスバルブ開放状態で圧縮機を運転すると、空気な
どを吸引し、冷凍サイクル内が異常高圧になり、破裂、ケガなどの原因になります。

●ポンプダウン作業では、サービスバルブを閉じた後配管を外す前に圧縮機
を停止してください。
圧縮機を運転したままサービスバルブ開放状態で冷媒配管を外すと空気などを吸
引し、冷凍サイクル内が異常高圧になり、破裂、ケガなどの原因になります。

●オプション部品は、必ず当社指定の部品を使用する。また取付は専門業者
に依頼してください。
ご自分で取付をされ、不備があると、水漏れや感電、火災等の原因になります。

●改修は絶対にしない。また、修理はお買い上げの販売店に相談してください。
修理に不備があると水漏れや感電、火災などの原因になります。

●エアコン・安全遮断弁を移動再設置する場合は、販売店または専門業者に
相談してください。
据付に不備があると水漏れや感電、火災などの原因になります。

●修理・点検作業に際して「電源ブレーカ」を必ずOFF してください。
点検・修理にあたって、電源ブレーカがＯＮのままだと、感電およびファン回転
によるケガの原因になります。

●フロントパネルを外した状態で運転しないでください。
機器の高温部、高電圧部に触れると、やけどや感電によるケガの原因になります。

●元電源を切った後に電気工事を行ってください。
感電、故障や動作不良の原因になります。

●アース（接地）を確実に行う。 
アース線は、ガス管、水道管、避雷針、電話のアース線に接続しないでくださ
い。アース（接地）が不完全な場合は、故障や漏電のとき感電や火災の原因にな
ることがあります。

●漏電遮断器は必ず取付けてください。
漏電遮断器が取付けられていないと感電や火災の原因になることがあります。

●正しい容量の全極遮断するブレーカを使用してください。
不適切な容量のブレーカを使用すると故障や火災の原因になることがあります。

●正しい容量のヒューズ以外は使用しないでください。
針金や銅線を使用すると故障や火災の原因になることがあります。

●可燃性ガスの漏れる恐れのある場所への設置は行わない。
万一ガスが室内ユニットの周囲に溜ると、発火の原因になることがあります。

●腐食性ガス（亜硫酸ガスなど）、可燃性ガス（シンナー、ガソリンなど）
の発生、滞留の可能性のある所、スプレー類がかかる所、揮発性引火物を
取扱う所での据付、使用は行わないでください。
腐食、プラスチック部品の破損などの原因になることがあります。また可燃性ガ
スは発火の原因になることがあります。

●工事、点検、メンテナンス作業のためのマニュアルに規定されている 
スペースを確保してください。
スペースが不足する場合は、設置場所からの転落によるケガの原因になることがあ
ります。

●洗濯室など、水の掛かる所では使用しないでください。
安全遮断弁は水の浸入に対する保護はしておりません。水が掛かると感電、火災
などの原因になることがあります。

●食品・動植物・精密機器・美術品の保存など特殊用途には使用しないでく
ださい。
商品の破損の原因となります。

●病院、通信事業所などの電磁波を発生する機器、高周波の発生する機器の
近くでは据付け、使用しないでください。
インバータ機器、自家発電機、高周波医療機器、無線通信機器の影響によるエア
コンの誤作動や故障の原因になったり、エアコン側から医療機器あるいは通信機
器へ影響を与え人体の医療行為を妨げたり、映像放送の乱れや雑音など弊害の原
因になることがあります。

●安全遮断弁は必ず建物内に取付けてください。  
屋外に取付けると、低温や風雨により故障や火災、水漏れなどの原因になるこ
とがあります。

●次の場所への据付は避けてください。　
・可燃性ガスの漏れる恐れがある所

　所るす遊浮がどなーダウパ、粉属金や維繊ンボーカ ・
物るす響影に器機、どなアニモンア・リカルア・酸・スガ系素塩・スガ系黄硫 ・

質の発生する所
・油の飛沫や蒸気が多い所
・車両や船舶　
・高周波を発生する機械を使用する所

所るす用使に繁頻をーレプスな殊特、品粧化 ・

●次の場所への安全遮断弁の据付は避けてください。　
・室内ユニットの吸気・排気の流れを邪魔する場所　
・強度が不十分で振動が発生する所　

VT（所るあの器機るれさ響影に波周高 ・  およびラジオ等の近傍）
性能や機能等に影響をおよぼす原因になります。

●長期使用で腐食・破損した据付台を使用しないでください。　
傷んだ状態で放置すると安全遮断弁の落下につながり、ケガなどの原因になるこ
とがあります。

●安全遮断弁近くで溶接作業を行う場合は十分注意し、スパッタによって安
全遮断弁を傷つけないように注意してください。　 
溶接作業時などに発生するスパッタが内部に侵入した場合、基板の焼損感電や火
災などの原因になることがあります。安全遮断弁内へのスパッタの進入を防ぐた
め梱包状態のままとしておくか、覆いなどにより必ずカバーをしてください。

●冷媒配管工事終了後は窒素ガスによる気密試験を行い、漏れのないことを
確認してください。　　
万一、狭い部屋に冷媒ガスが漏えいして限界濃度を超えると酸欠事故の原因とな
ることがあります。

●冷媒配管の断熱は結露しないように確実に行ってください。　
不完全な断熱施工を行うと配管など表面が結露して、露たれなどを発生し、天
井・床その他、　大切なものを濡らす原因になることがあります。

●製品の運搬は十分注意して行ってください。　
PP バンドなど所定の位置以外をもって製品を動かさないで下さい。けがをしな
いように保護手袋を使用してください。

●梱包材の処理は確実に行ってください。

●濡れた手でスイッチを操作しないでください。　
感電の原因になることがあります。

●運転中の冷媒配管を素手で触れないでください。　
運転中の冷媒配管は流れる冷媒の状態により低温と高温になります。素手で触れ
ると凍傷や、やけどになることがあります。

●安全遮断弁を水洗いしない。また、除菌剤等のスプレー類を直接吹きかけ
ないでください。　
感電や部品が腐食したりする原因になることがあります。

●運転停止後、すぐに電源を切らないでください。　
必ず5 分以上待ってください。水漏れや故障の原因になることがあります。

●電源ブレーカによるエアコンの運転や停止をしないでください。　
火災や水漏れの原因になることがあります。ファンが突然回り、ケガの原因にな
ることがあります。

l  据付工事は、この「安全上のご注意」をよくお読みのうえ身を守るために必ず守っ
てください。
l  ここに示した注意事項は 警告  、 注意  に区分しています。

警告 誤った取扱いをしたときに、死亡や重傷などの重大な結果に結びつく可能
性が大きいもの。

注意 誤った取扱いをしたときに、傷害を負う可能性、または物的損害の可能性
があるもの。状況によっては重大な結果に結び付く可能性があるもの。

l  いずれも安全に関する重要な内容を記載していますので、必ず守ってください。
l  ここで使われる“図記号”の意味は右のとおりです。

絶対にしないでください。 必ず指示どおりに行ってください。
アース 接地 を確実に行う。

l  据付工事完了後、試運転を行い、異常がないことを確認するとともに、室内ユニット
の取扱説明書にそって、「安全上のご注意」や正しい使用方法をお客様に説明し
てください。

  この据付説明書は室内ユニットの取扱説明書と共にお客様で保管いただくように
依頼してください。また、お使いになる方が代わる場合は、新しくお使いになる
方に据付説明書と取扱説明書をお渡しいただくよう依頼してください。

安全上のご注意

PJZ012D161A A
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No. 制　御 リモコン 
表示コード 主な開始条件 運転 LED

( 緑 )
異常 LED

( 赤 ) ブザー スイッチ 
１回押し

19 警報機能確認 ― 2 回長押ししたとき
（ディップスイッチSW2-2がONのとき） 点灯 点灯 ON ブザー OFF

LED 消灯

20 警報機能確認 ― 2 回長押ししたとき
（ディップスイッチSW2-2がOFFのとき） 点灯 警報点滅 OFF LED 消灯

※１： リモコンに表示されるエラーコードまたはメンテナンスコード  
※２： LED の点滅の違いは下記のとおりです。
   警報点滅：１秒間に点灯 / 消灯が２回を継続 リセット点滅：短く２回点滅    
   連続点滅：１秒間に点灯 / 消灯が１回を継続 同時：運転 LED( 緑 ) と異常 LED( 赤 ) が同時に点滅  
   ｎ回点滅：１秒間に点灯 / 消灯が１回をｎ回 交互：運転 LED( 緑 ) と異常 LED( 赤 ) が交互に点滅  
※３： ブザーの違いは下記のとおりです。     
   OFF：ブザー停止 同期 ON：LED 点灯時にブザーが作動     
   ON ：ブザーが連続作動 ３秒 ON：ブザーが３秒間作動
   リセット ON：ピピッ
※４： 各制御中にスイッチを１回押したときの動作。

冷媒検知警報器を室内ユニットに接続しない場合
 

冷媒検知警報器を警報器のみとして使用する場合など、室内
ユニットと接続せずに使用する場合、電源が供給されません。
その場合は冷媒検知警報器のXY端子にDC18Vを接続して
ください。

温度センサについて  

サーモ判定に使用する温度センサを室内ユニット本体から
冷媒検知警報器に変更できます。
設定方法については、エコタッチリモコン(RC-DX3D以降)
の据付説明書をご覧ください。

冷媒漏えい検知後の点検・修理について
 

・安全対策マニュアルの故障診断に従って、点検・修理を行ってください。
・冷媒漏えい検知後は換気などにより濃度が低下しても、LEDは通常状態に戻りません。LEDを

通常状態に戻すには、スイッチを3回長押しして冷媒検知警報器のCPUリセットを行ってください。

XY terminalXY端子
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付据 ●
正しく行ってください。

●次の項目を確認してください。
　〇機種・電源仕様
　〇配管・配線・小物部品
　〇付属品
付属品

形式 異径継手
ガス側 液側

SV-KIT-S1
OD15.88 ID12.7

× 2 個

OD15.88 ID9.52

× 2 個

OD9.52 ID6.35

× 2 個

SV-KIT-L1
OD19.05 ID15.88

× 2 個

OD22.22 ID15.88

× 2 個

OD12.7 ID9.52

× 2 個

●安全遮断弁の下流に接続される合計容量および接続台数の制限は下表のとおりとなります。
安全遮断弁 下流の合計容量 接続可能台数
SV-KIT-S1 ～ 90 以下 1 ～ 6
SV-KIT-L1 90 を超え ～ 280 以下 1 ～ 18

 ※ 安全遮断弁の下流に接続される全ての室内ユニットは、リモコンにて室内ユニットの親子設定をする必要があります。
　詳細は安全対策マニュアルまたはリモコンの据説を確認ください。

安全遮断弁を移動させると

ち、他の部品 ( 特に冷媒配
管および樹脂部品 ) には、
力を加えないでください。

①据付場所は、下記条件に合う場所をお客様の承認を得て選んでください。
　・据付・サービス時の作業スペースが確保できる所。
　・火災報知器の誤作動しない所。

がれ恐るす下落が滴水とるす転運で態状の気囲雰度湿高の上以件条記上が囲周の弁断遮全安 　　
あります。

にらさに管配びよおて全の弁断遮全安、は合場るあが性能可るす用使で下件条なうよのそ 　　  

　・テレビ、ラジオより１ｍ以上離れた所。（映像の乱れや雑音が生じることがあります。）
　・安全遮断弁真下に食品・食器やパソコン・サーバー、医療機器など濡れて困るものを置かない所。
　・調理器具が発する熱の影響を受けない所。
　・フライヤーの真上など油・粉・蒸気などの雰囲気にさらされる所。

間内ユニット室と弁断遮全安、りよに類種と数台のユニット内室るす続接に流下弁断遮全安 ・　
制限されます。はさ長管配の

　　詳細は安全対策マニュアルまたは室外ユニットの据付説明書を確認ください。
らたしまれわ思と険危、し討検かうどかるれらえ耐に量重弁断遮全安が所場るすとうよけ付据 ②

板、桁等で補強して据付作業を行ってください。
　強度不足の場合は、安全遮断弁落下によるケガの原因になります。

据付スペースとサービス
 

●冷媒配管が制限長さ内で設置できるところとしてください。
　詳細は室外ユニットの据付説明書を参照してください。
●吊りボルトを取付け、必要な強度を確保できる位置としてください。

●下記に示すサービススペースが得られるところに設置してください。

50
0以

下

50

M10ナット

どちらか

ばね座金

注意事項  

●冷媒配管は、新規配管をご使用ください。
●冷媒配管は、リン脱酸銅合金継目無銅管（Ｃ１２２０Ｔ）をご使用ください。

着付の）ミタンコ（等粉切、ミゴ、物化酸、黄硫な害有上用使、りあで麗美は面外内の管たま 　
がないことを確認してください。

●指定冷媒以外は使用しないでください。
　指定冷媒以外を使用すると、冷凍機油劣化などの原因になります。また空気などが混入すると、
   異常高圧になり、破裂などの原因になります。
●据付に使用する配管は屋内に保管し、両端ともろう付する直前までシールしてください。
   冷凍機油の劣化・圧縮機の故障の原因になります。
●工具は R32 用の工具を使用してください。

」ROODTUO「は側ユニット外室、」ROODNI「は側ユニット内室、に近付口続接の体本弁断遮全安 ●
があります。示表と

　室内側と室外側を正しく接続してください。
続接れぞれそ、でのすまりあが示表と」DIUQIL「,」SAG「で印矢に側管液と側管スガ、たま 　

を間違えないように確実に行ってください。故障や火災などの原因になります。

室内ユニット側 室外ユニット側

●配管接続部はパイプカバーにて必ず断熱してください。
●電源 OFF 時の安全遮断弁の状態は下表のとおりです。

未通電 通電後
液管 OPEN CLOSED
ガス管 CLOSED CLOSED

 一度でも通電した後は電源 OFF 時は液側、ガス側共に閉止した状態となるため、ろう付時の窒
素置換、気密検査、真空引き、冷媒回収時には必ず通電し、安全遮断弁の LED にて弁が開状態で
あることを確認し、室外ユニットの据付工事説明書に従って作業してください。
* LED の点滅パターンは本据付説明書の⑤項または安全遮断弁の結線銘版を参照してください。

配管の接続  

てし用使を」管配手継径異「の品属付、は合場るな異が径管配るす続接と径管配の弁断遮全安 ●
ください。

514
195

14
195

38
15

0 15
3

22
5

29
7

19
6

489

19
625

4

73
室内ユニット側ガス管との接続口は
Φ15.88（ろう付）

室内ユニット側液管との接続口は
Φ9.52（ろう付）

吊りボルト位置
M10 × 4 ボルト
現地調達部品

室内ユニット側ガス管との接続口は
Φ15.88（ろう付）

室内ユニット側液管との接続口は
Φ9.52（ろう付）

配線取出し口
コントロールボックス

異径配管を接続する場合は、
付属の異径継手配管を使用
ください。

異径配管を接続する場合は、付属の異径継手
配管を使用ください。

異径配管を接続する場合は、
付属の異径継手配管を使用
ください。

異径配管を接続する場合は、付属の異径継手
配管を使用ください。

注意
●真空引きやろう付を実施する場合は、室外ユニットの据説を参照してください。
●冷媒回収方法はサービスマニュアルを参照してください。

付付近を冷やしながら行ってうろでどなルオタれ濡にめたぐ防を熱過、は際の業作付うろ ●
ください。

M10用バネ座金(現地手配） 

M10用座金(現地手配） 
M10 ナット
(現地手配） 

本体

吊りボルトM10(現地手配） 

本体を正しく取付けることができない
際にはブラケットの長穴に沿って移動
させ位置を調整してください。

1190

10以上

コントロール
ボックス

350以上

上

下 350以上
異径継手を使用する

場合は500以上

35
0

35
0以

上
10

以
上

サービススペース
点検口

（□450）

（　　　　　　）異径継手を使用する
場合は500以上（　　　　　　）

サービススペース

ご注意ください
(1) 必ず所定の位置に点検口を設置してください。
(2) 安全遮断弁は上下逆の据付はできません。本体が水平になるように据付てください。
●吊りボルトの位置

　〇左下図に従い、しっかりと固定してください。
●本体を持ち運ぶ際の注意
　〇本体を運ぶ際にはブラケットを持ってください。
　　パイプを持つとパイプの変形および本体の故障につながる可能性があります。
　〇けがをする恐れがあるため、切れ目には手を入れないでください。
　〇本体は重いため取扱いには注意してください。
●安全遮断弁が水平に設置されるよう、水準器（水平器）を使って据付けてください。

 

2 点で安全遮断弁を吊り下げる場合は図 A に示すよう据付けてください。
（図 A 以外の方法で据付けした場合、落下する恐れがあります）

図 A

●配管の断熱材について

①据付前に ②安全遮断弁の据付場所の選定のつづき

②安全遮断弁の据付場所の選定

③冷媒配管

って従に書明説付据のこは

ユニット

インシュレーション
（現地調達）

ナット、座金含め、
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。いさだくてっ行で店事工定認の社会力電は事工気電 ●
程規線内「びよお」準基術技るす関に備設気電「は事工気電  

してください。
●安全遮断弁の電源配線は必ず安全遮断弁下流に接続する室内ユニットと配線してください。

し定設親てに定設子親は弁断遮全安、合場るれさ続接とユニット内室流下の数複が弁断遮全安 　
た室内ユニットと配線してください。

いならわ伝が力外のルブーケに部続接子端、し続接に実確てし用使をルブーケの定所、は線配 ●
ように固定してください。

。いさだくでいなし用使をのもの外以銅は線電 ●
● D 種接地工事を必ず行ってください。

。いさだくてし続接を子端着圧型丸は続接のへ台子端 ●
縁絶間地対、とるす入浸が水に合場たし続接中途。いさだくでいなし続接中途は線号信の外内室 ●

不良や途中接続部の接触不良をまねき、通信異常の原因となります。（万一、途中接続する場合には、
絶対に水が浸入しないような処置を行ってください。）

とこるす断切れらじか、りよに等ミズネは）どな線続接外内室・ンコモリ・源電（線配の内裏井天 ●
もありますので、なるべく鉄管等の 保護管内に通してください。

に線スーアの他や話電、管道水、管スガは線スーア。いさだくてっ行ず必を事工スーアの線源電 ●
接続しないでください。アースが不完全な場合は感電や誤動作の原因になることがあります。

値流電のユニット内室、際のそ。いさだくてし定選を器断遮用線配い従に説据の内室 　
に安全遮断弁の電流値を必ず合計して選定ください。

   電流値は装置銘版を確認してください。
●安全遮断弁に付属されている電気特性ラベルを室内ユニットコントローラ付近に貼付けてください。
●安全遮断弁にはヒューズが搭載されています。詳細は結線銘版を確認してください。

　室内ユニットの端子台 (TB1) の表記を確認し、接続方法を選定してください。
　接続方法は安全遮断弁の結線銘版を確認してください。

冷媒漏えい
検知器

アース

TB2

リモコン

室内ユニット

電源 200V 50/60Hz

安全遮断弁

アース

TB1

TB1

／

X Y

X

Y

X Y

2
N

／2 N

配線の仕様
配線太さ 配線こう長 アース線

2.0～3.5ｍｍ2 100ｍ以下 2.0ｍｍ2

配線接続  

1.フロントパネルのねじ (2個 )を外し、フロントパネルを図の矢印の方向にスライドしてください。
　フロントパネルを取外すことができます。

フロントパネル

フロントパネルをスライド
ねじねじ

配線をバンドで
固定してください。

2. 各配線を端子台に接続し、配線をバンドで固定してください。

3. フロントパネルを取付け、ねじで固定してください。

。いさだくてし用使を手継合接じね、はどな合場な難困がとこう行を付うろ ●
   れいわ 

品番
ROSOC06 6.35
ROSOC09 9.52
ROSOC12 12.7
ROSOC15 15.88
ROSOC19 19.05
ROSOC22 22.22

・取付け要領詳細は代理店または弊社にご相談ください。
・初めて扱われる方は、必ず東尾メックが主催する施工講習を受けてください。

電気特性ラベルの貼付  

。いさだくてけ付貼に近付板銘置装のユニット内室を）図下（ルベラるいてし属付にルネパプット ●
、力入の弁断遮全安、めたのこ。すまれさ給供らかユニット内室たし続接、は源電の弁断遮全安（ 　

電流を室内ユニットの値に加える必要があります。）

ラベル（消費電力ラベル）

●   据付工事が全て完了したら、下記項目についてチェック願います。

チェック項目 不良の場合 チェック欄

安全遮断弁の取付はしっかりしているか。 落下、振動、騒音

配管は、室内ユニット側と室外ユニット側を間違えて接続していないか。 冷媒漏れ

ガス漏れ検査は実施したか 容量不足

断熱は完全に行ったか 水漏れ

電源電圧と周波数は安全遮断弁の銘板と同じですか。 運転不能、焼損

誤配線・誤配管はありませんか。 運転不能、焼損

アース工事はされていますか。 漏電時危険

配線の太さは仕様通りですか。 運転不能、焼損

●複数の室内ユニットを接続する場合の注意事項
・リモコンにて安全遮断弁下流の全ての室内ユニットを親子設定する必要があります。
  詳細は安全対策マニュアルまたはリモコンの据説を確認ください。
・安全遮断弁下流に接続しない室内ユニットと親子設定してはいけません。
・安全遮断弁を直列に繋げてはいけません。

●メンテナンスについて
・リモコンにメンテナンスコード [M54]が表示された場合、機能品を交換する必要があります。
　お買い上げの販売店に相談してください。

● LED の点滅パターンについては、下表を参照ください。

LED

LED2 緑 LED1 赤

通信不良 1回 2回

コイル交換 2回 1回

安全遮断弁交換 2回 2回

ガス管温度センサ断線 Ths-Gi 4 回 1回

ガス管温度センサ断線 Ths-Go 4 回 2回

ガス管温度センサ外れ 4回 連続点滅

安全遮断弁開 連続点滅 消灯

液管　：閉
ガス管：開 連続点滅 1回

液管　：開
ガス管：閉 連続点滅 2回

安全遮断弁閉 連続点滅 3回

、てっ従にトーシクッェチ策対全安の属附室、らたし了完が付据の弁断遮全安 ●
チェックを実施してください。

NG：安全遮断弁を直列に接続しないでください。 OK

安全
遮断弁１

安全
遮断弁２

室内ユニット１
（親）

室内ユニット２
（親）

室内ユニット１
（親）

室内ユニット２
（親）

安全
遮断弁２

安全
遮断弁１

安全
遮断弁３

安全
遮断弁４

室内ユニット３
（親）

室内ユニット５
（子）

室内ユニット６
（子）

グルーピング

グルーピング
室内ユニット４
（子）

安全
遮断弁３

安全
遮断弁４

室内ユニット３
（親）

室内ユニット４
（子）

室内ユニット５
（親）

室内ユニット６
（親）

Branching pipe set
on the outdoor unit side

Model type: DOS

Branching pipe set
on the indoor unit side

Model type: DIS

Branching pipe set
on the indoor unit side

Model type: DIS

Indoor unit

Indoor unit

A

A
A B

C

C

D

D

C C

D D D

D D D

Outdoor unit Outdoor unit

NG：安全遮断弁下流に接続しない室内ユニット
　　 とグルーピングしてはいけません。

OK：安全遮断弁３の下流にある室内機３と４
のみグリーピングしてください。

室外ユニット 室外ユニット

④電気配線取出位置および電気配線接続

③冷媒配管のつづき ④電気配線取出位置および電気配線接続つづき

⑤据付工事完了後のチェック項目

ユニット

内ユニット
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●電磁弁コイルの交換について
(1) フロントパネル、トップパネルの順にパネルを外してください。
(2) 弁固定ブラケット①を外してください。
(3) 電磁弁コイルの配線コネクタをコントロール基板

電磁弁コイルを上にスライドさせることで、弁本体から取外せます。
(4) 新しい電磁弁コイルに交換し、元の通り電磁弁コイル配線を引回し、パネルを取付けてください。

電磁弁コイル

トップパネル

弁固定ブラケット①

フロントパネルコントロール基板

●電磁弁本体の交換について
(1) 接続配管部を外し、本機を取外してください。
(2) 電磁弁コイルを上記「電磁弁コイルの交換について」の手順に沿って、取外してください。
(3) コントロール BOX およびサイドパネルを取外してください。
(4) 電動弁コイルおよび弁固定ブラケット②を取外してください。

電動弁コイルは回転させ、上にスライドすることで、取外せます。
(5) 電磁弁 ASSY を安全遮断弁本体から取外してください。

電磁弁本体

電磁弁ASSY

サイドパネル

サイドパネル

接続配管部

接続配管部

電動弁コイル

弁固定ブラケット②

コントロールBOX

(6) 
(7) ろう付部より、電磁弁本体を取外してくさい。

電磁弁本体

ろう付部

(8) 新しい電磁弁に交換後、電磁弁 ASSY をユニットに取付け、パネル類を固定してください。
(9) 安全遮断弁を 接続配管につないでください。

⑥電磁弁コイルおよび電磁弁の交換方法
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●安全遮断弁と室内ユニットの配線接続例

 [ 接続可 ]

No. 接続例

安全遮断弁のLED表示

状態 対策①電源投入後の初期表示 ②回路点検時
LED2（緑） LED1（赤） LED2（緑） LED1（赤）

①
1

2

1    /①

2/N /②

3    /③

1    /①

2/N /②

3    /③

1    /①

2/N /②

3    /③

弁
断
遮
全
安

源
電

連続点滅 消灯 連続点滅 3回点滅 正常 ̶

 [ 接続不可 ]

No.

安全遮断弁のLED表示

状態 対策①電源投入後の初期表示 ②回路点検時
LED2（緑） LED1（赤） LED2（緑） LED1（赤）

②

1    /①

2/N /②

3    /③

1    /①

2/N /②

3    /③ 弁
断
遮
全
安

1    /①

2/N /②

3    /③

1

2 源
電

連続点滅 1回点滅 連続点滅 1回点滅 異常
(誤配線)

①の接続方法に
修正ください。

③
1    /①

2/N /②

3    /③

1    /①

2/N /②

3    /③ 弁
断
遮
全
安

連続点滅 消灯 連続点滅 消灯 異常
(通信不良)

①,②の接続方法に
修正ください。

④
1    /①

2/N /②

3    /③

1    /①

2/N /②

3    /③ 弁
断
遮
全
安

連続点滅 消灯 連続点滅 消灯 異常
(通信不良)

①,②の接続方法に
修正ください。

⑤
1    /①

2/N /②

3    /③

1    /①

2/N /②

3    /③ 弁
断
遮
全
安

消灯 消灯 消灯 消灯 異常
(電源供給不可)

①,②の接続方法に
修正ください。

⑥
1    /①

2/N /②

3    /③

1    /①

2/N /②

3    /③ 弁
断
遮
全
安

連続点滅 消灯 連続点滅 消灯 異常
(電源供給不可)

①,②の接続方法に
修正ください。

⑦
1    /①

2/N /②

3    /③

1    /①

2/N /②

3    /③ 弁
断
遮
全
安

消灯 消灯 消灯 消灯 異常
(電源供給不可)

①,②の接続方法に
修正ください。

⑧

1    /①

2/N /②

3    /③

1    /①

2/N /②

3    /③ 弁
断
遮
全
安

消灯 消灯 消灯 消灯 異常
(電源供給不可)

①,②の接続方法に
修正ください。

⑨

1    /①

2/N /②

3    /③

1    /①

2/N /②

3    /③ 弁
断
遮
全
安

連続点滅 消灯 連続点滅 消灯 異常
(通信不良)

①,②の接続方法に
修正ください。

⑩
X

Y

1    /①

2/N /②

3    /③ 弁
断
遮
全
安

消灯 消灯 消灯 消灯 異常
(電源供給不可)

①,②の接続方法に
修正ください。

⑪
X

Y

1    /①

2/N /②

3    /③ 弁
断
遮
全
安

消灯 消灯 消灯 消灯 異常
(電源供給不可)

①,②の接続方法に
修正ください。

⑫
A

B

1    /①

2/N /②

3    /③ 弁
断
遮
全
安

消灯 消灯 消灯 消灯 異常
(電源供給不可)

①,②の接続方法に
修正ください。

⑬
A

B

1    /①

2/N /②

3    /③ 弁
断
遮
全
安

消灯 消灯 消灯 消灯 異常
(電源供給不可)

①,②の接続方法に
修正ください。

⑦据付工事完了後のチェック項目

親
室
内
ユ
ニ
ッ
ト

子
室
内
ユ
ニ
ッ
ト

親
室
内
ユ
ニ
ッ
ト

子
室
内
ユ
ニ
ッ
ト

親
室
内
ユ
ニ
ッ
ト

親
室
内
ユ
ニ
ッ
ト

親
室
内
ユ
ニ
ッ
ト

親
室
内
ユ
ニ
ッ
ト

親
室
内
ユ
ニ
ッ
ト

親
室
内
ユ
ニ
ッ
ト

親
室
内
ユ
ニ
ッ
ト

親
室
内
ユ
ニ
ッ
ト

親
室
内
ユ
ニ
ッ
ト

親
室
内
ユ
ニ
ッ
ト

親
室
内
ユ
ニ
ッ
ト

接続例
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付録 7 集中制御機器 SL4、SL5 中継ケーブル据付要領書
据付要領書 
型式：RLD-WR/1

ご覧ください。
 
冷媒漏えい検知キットを集中コントローラに接続することで警報器として使用することができます。その場合は室内ユニットに
接続しないため  

1. 付属品
No. 部品名称 数量 外観

1 中継ケーブル（0.1m） 1

2 据付要領書（本紙） 1

 2.  冷媒漏えい検知キットの設定
 ①冷媒漏えい検知キットの ディップスイッチを下記の通りに設定してください。
  ・SW2-2：ON
  ・SW2-3：OFF
 ディップスイッチを設定していない場合、警報器として使用することができません。

3.  配線接続
3-1. SL4 に冷媒漏えい検知キットを接続する場合 :

 ①延長ケーブルを集中コントローラの DO2 に接続してください。延長ケーブルは 0.75mm 2 の導線を使用してください。
  ●集中コントローラへの接続方法は集中コントローラ付属の据付説明書をご覧ください。
 ②延長ケーブルと中継ケーブルを接続してください。
  延長ケーブルと中継ケーブルは合わせて最大 2m にしてください。
   2m を超える場合は、周辺機器が誤動作をする可能性があります。
   また延長ケーブルと中継ケーブルは突合せ端子または閉端子で接続してください。
 ③中継ケーブルのコネクタ（2P 白）を冷媒漏えい検知キットの基板上の端子（CNMA）に接続してください。
 ④延長ケーブルが噛みこまないように、上ケースを取付けてください。
  その際、延長ケーブルと中継ケーブルの接続部は冷媒漏えい検知キットの内部に収めてください。

3-2. SL5 に冷媒漏えい検知キットを接続する場合 :
 ①延長ケーブルを集中コントローラの DO3 に接続してください。延長ケーブルは 0.75mm 2 の導線を使用してください。

● DO3は警報機として使うための工場出荷時の設定です。外部出力端子の機能は選択可能です。機能の設定方法は集中
コントローラの取扱説明書をご覧ください。

  ●集中コントローラへの接続方法は集中コントローラ付属の据付説明書をご覧ください。
 ②延長ケーブルと中継ケーブルを接続してください。
  延長ケーブルと中継ケーブルは合わせて最大 2m にしてください。
  2m を超える場合は、周辺機器が誤動作をする可能性があります。
  また延長ケーブルと中継ケーブルは突合せ端子または閉端子で接続してください。
 ③中継ケーブルのコネクタ（2P 白）を冷媒漏えい検知キットの基板上の端子（CNMA）に接続してください。
 ④延長ケーブルが噛みこまないように、上ケースを取付けてください。
  その際、延長ケーブルと中継ケーブルの接続部は冷媒漏えい検知キットの内部に収めてください。

4.  集中コントローラの設定
4-1. SL4 に冷媒漏えい検知キットを接続する場合

 ①「異常出力（正常時）」を「開」に設定してください。
 ②「異常出力（一括 / 冷媒漏えい）」を「冷媒漏えい」に設定してください。
  　●集中コントローラの設定方法は集中コントローラの取扱説明書をご覧ください。

4-2. SL5 に冷媒漏えい検知キットを接続する場合
 工場出荷時の設定であれば、集中コントローラを設定する必要はありません。
 工場出荷時から外部出力の設定を変更した場合は、集中コントローラの設定を変更してください。
 ●集中コントローラの設定方法は集中コントローラの取扱説明書をご覧ください。

CNMA コネクタ（2P 白）

1
2

2



据付要領書 
型式：RLD-WR/1

ご覧ください。
 
冷媒漏えい検知キットを集中コントローラに接続することで警報器として使用することができます。その場合は室内ユニットに
接続しないため  

1. 付属品
No. 部品名称 数量 外観

1 中継ケーブル（0.1m） 1

2 据付要領書（本紙） 1

 2.  冷媒漏えい検知キットの設定
 ①冷媒漏えい検知キットの ディップスイッチを下記の通りに設定してください。
  ・SW2-2：ON
  ・SW2-3：OFF
 ディップスイッチを設定していない場合、警報器として使用することができません。

3.  配線接続
3-1. SL4 に冷媒漏えい検知キットを接続する場合 :

 ①延長ケーブルを集中コントローラの DO2 に接続してください。延長ケーブルは 0.75mm 2 の導線を使用してください。
  ●集中コントローラへの接続方法は集中コントローラ付属の据付説明書をご覧ください。
 ②延長ケーブルと中継ケーブルを接続してください。
  延長ケーブルと中継ケーブルは合わせて最大 2m にしてください。
   2m を超える場合は、周辺機器が誤動作をする可能性があります。
   また延長ケーブルと中継ケーブルは突合せ端子または閉端子で接続してください。
 ③中継ケーブルのコネクタ（2P 白）を冷媒漏えい検知キットの基板上の端子（CNMA）に接続してください。
 ④延長ケーブルが噛みこまないように、上ケースを取付けてください。
  その際、延長ケーブルと中継ケーブルの接続部は冷媒漏えい検知キットの内部に収めてください。

3-2. SL5 に冷媒漏えい検知キットを接続する場合 :
 ①延長ケーブルを集中コントローラの DO3 に接続してください。延長ケーブルは 0.75mm 2 の導線を使用してください。

● DO3は警報機として使うための工場出荷時の設定です。外部出力端子の機能は選択可能です。機能の設定方法は集中
コントローラの取扱説明書をご覧ください。

  ●集中コントローラへの接続方法は集中コントローラ付属の据付説明書をご覧ください。
 ②延長ケーブルと中継ケーブルを接続してください。
  延長ケーブルと中継ケーブルは合わせて最大 2m にしてください。
  2m を超える場合は、周辺機器が誤動作をする可能性があります。
  また延長ケーブルと中継ケーブルは突合せ端子または閉端子で接続してください。
 ③中継ケーブルのコネクタ（2P 白）を冷媒漏えい検知キットの基板上の端子（CNMA）に接続してください。
 ④延長ケーブルが噛みこまないように、上ケースを取付けてください。
  その際、延長ケーブルと中継ケーブルの接続部は冷媒漏えい検知キットの内部に収めてください。

4.  集中コントローラの設定
4-1. SL4 に冷媒漏えい検知キットを接続する場合

 ①「異常出力（正常時）」を「開」に設定してください。
 ②「異常出力（一括 / 冷媒漏えい）」を「冷媒漏えい」に設定してください。
  　●集中コントローラの設定方法は集中コントローラの取扱説明書をご覧ください。

4-2. SL5 に冷媒漏えい検知キットを接続する場合
 工場出荷時の設定であれば、集中コントローラを設定する必要はありません。
 工場出荷時から外部出力の設定を変更した場合は、集中コントローラの設定を変更してください。
 ●集中コントローラの設定方法は集中コントローラの取扱説明書をご覧ください。

CNMA コネクタ（2P 白）

1
2

2
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●製品の仕様は改良のため予告なしに変更することがあります。
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